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I はじめに

これまでの制作で特に重視してきたことは色

面構成による色彩の調和である O 色彩に重点を

置くために，制作の際は次のことに気を配って

きたO 力ラフルなモチーフを選択すること，実

物大以上の大きさで描くこと等である。そのこ

とによって色彩を主張するようにしたC モチー

フを単純化して色面としてとらえたり，単純な

形態のモチーフを選択したりしてきた。奥行や

広がりといった空間表現にとらわれるのでなく，

色面と形態の構成を重視した結果として空間を

表現できればと思い制作してきた O

1年間の制作を通じて，色面構成に変化が之

しいと感じるようになってきたO 色面構成が単

調な色分けに終わっていることも少なくなし、か

らである O 筆者が制作したいと考えてきた，ふ

くよかな呼吸の大きな作品につながっていない

ことが課題である O そのためにここで取り上げ

る作品は，色彩と形態による画面構成を再考し

ていきたい O

E 制作過程

1モチーフの選択

私は玩具をモチーフとして制作している O な

かでもミニカーに心引かれるものがある O 各ミ

ニカーのもつ様々な形態，鮮やかな着色がおも

しろいO それらを白色半透明の箱に入れると，

並べて直接見る場合とは別の趣がある O 箱が曇

り力ラスの役割をしてミニカーの形態がぼやけ，
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ミニ力ーの着色が直接的に伝わってくるからで

ある。以上のことから，多数のミニ力ーを雑然

と収納した箱をモチーフとして選択したO

2エスキース

エスキースを描く際は，黒鉛筆で形をとるこ

とだけでなく，色彩のことも考えながら進めて

いく。そのために当初のモチーフの構成には柔

軟に対応する O エスキースを描きながら，モチ

ーフの構成を変化させて色彩のバランスに変化

をつけてみる O モチーフの構成を変えた場合は

新しくエスキースを描くのではなく当初のもの

に重ねて描いていく O このことを繰り返す中か

ら，モチーフの構成を比較，選択し表現したい

空間を探ってし、く O

3本制作

単調な色面構成に色彩の変化をつけることを

目的として制作を進めていった O

下描きはエスキースを写すのではなく再びモ

チーフを見ながら進める O モチーフから受ける

印象を大切にするためである O 油絵具で行う下

描きと比較すると強く残る鉛筆の下描き線にと

らわれすぎて色を塗る際に単調な色分けになっ

てしまうことを防ぐために鉛筆で下描きを行わ

ない O

着色の際はまずモチーフをおおまかにとらえ

て塗り，作品全体の色彩，形態のイメージを確

認する O 特にミニカーを収納した箱の側面は様

々な見え方をするために注意した。中のミニカ



ーの形態が完全に見える部分，曇っているがよ

く見ると見える部分，色だけしかわからない部

分があるためである。側面内部の下描き線は推

測的なものである O 曇り力ラスの効果を表現す

るために，形態を明確にとらえた下描き線にと

らわれすぎないようにした O そのために側面は

白色系の地塗りをし下描き線を見えにくくしたO

作品全体のイメージが決まると本格的に着色し

ていく着色の際は単調な色分けの作品にしな

いために次のようなことを行った O 厚塗りと薄

塗りの部分をつくるために同じ分量の絵具でも

塗る面積に変化をつける O ヘンテイングナイフ

を使用しフラットな色面をつくる O ヘンテイン

グナイフで着色ではなく削ることによって下地

の影響で微妙な色彩を出す。下描きの輪郭線に

沿ってはっきりと塗りわける部分，あいまいに

塗り分ける部分をっくり，色彩の響き合いを多

様にする C 筆の勢いのある夕、ソチを残すことに

よって作品にリズムをつける O 完全に乾いてい

ない地塗りに着色することによって，グラデー

ションをもっ色面とやわらかな輪郭をもっ形態

を表現する。色面と色面に一体感をもたせる効

果をだすために同一色の地塗りの上から着色す

る。これらの多様な方法を組み合わせながら繰

り返し着色していった O しかし，単なる技法の

羅列になり，作品全体の色彩の安定感が失われ

ないように注怠する O 一部分ではおもしろくて

も，作品全体からすると違和感がある場合があ

るからである O 互いに色彩が反発するのではな

く， 一体感がでるように作品完成に向けて進め

た。

皿おわりに

色面構成に変化が乏しいために，筆者が制作

したいと考えてきた，ふくよかな呼吸の大きな

その課題の研究に取り組んだ結果，個々の色面

の中に微妙な変化をもち，呼吸感のある作品を

制作する成果が得られた O 多様な方法で色面を

表現できるようになった。しかし，この多様な

方法は作品全体と比較すると，狭い色面の部分

に多く用いられがちである C 広い色面の部分に

も用いることが今後の残された課題である O
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